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ご注意  

この資料の内容は 2026年 10月 2日 現在の情報であり、今後変更になる可能性がありますのでご注意下さ

い。当社にて動作確認をしておりますが、実際の設定、動作に関しては予め動作確認いただいたうえでご利

用いただきますようお願い申し上げます。 

 

本資料に記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商号、登録商標または商品名称です。  

 
 

2026年 10月 2日 
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 Usage Statsサービスのインストール 

ソフトウェア資産を管理し、ライセンスの準拠、アプリケーションとコンピューターの使用状況をレポート

します。Usage Statsサービスを有効化するにはポリシーから設定します。 

本書は、Deep Freeze サービス、Software Updater サービスがすでにインストールされていることを前提

とした手順書となります。設定手順は、以下のとおりです。 

 

1) Deep Freeze Cloud コンソールへログインします。 

2) ［ポリシー］をクリックします。

 
 

3) ポリシーの右端にあるコピーをクリックします。
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4) ［ポリシー名］を任意の名前に変更します。左メニューにある［USAGE STATS］をクリックし、プル

ダウンメニューから［有効化（インストール）］を選択し、［保存］をクリックします。 

 
 

5) ［コンピュータ］からサービスをインストールするコンピューターのチェックボックスを有効にし、

［ポリシー］から先ほど作成したポリシーをクリックします。
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6) ［ポリシーの更新の環境設定］画面が表示されるのでポリシーの更新するスケジュールを設定し、

［OK］をクリックします。 

                                                

     ※Software Updaterサービスがインストールされている場合は、メンテナンスが実行されたタイミング

で Usage Stats サービスがインストールされます。インストールされていない場合は、ポリシーを

適用したタイミングでインストールされます。 

 

7)  Usage Stats サービスがインストールされたあと［コンピュータ］から該当のコンピューター名(青文

字)をクリックすると以下の画面が表示され、インストールされたことを確認します。

 

※Usage Statsサービスがインストールされたあと 5分後に初回スキャンが行われます。初回のスキャ

ン以降は、継続的に 24時間ごとにスキャンが実行され、またポリシーを再適用した場合もスキャンが

実行されます。 
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 ソフトウェア資産の管理 

初回のスキャンが実行されたあとに管理対象とするソフトウェアの設定をします。手順は以下の通りです。 

 

1) Deep Freeze Cloud コンソールへログインします。 

2) ［USAGE STATS］をクリックし、［ソフトウェア資産の管理］をクリックします。 

     
 

3) ［ソフトウェアリストの編集］ボタンをクリックします。 

 
     

4) コンピューターにインストールされているソフトウェアがスキャンされた後に［ソフトウェアリス

ト］に表示されます。反映されるまでにお待ちください。 
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5) ［利用可能なソフトウェア］として管理対象のソフトウェアが認識されたあと、チェックボックスを

有効にし、以下を設定ください。 

    ・ライセンスの種類（ノード、ユーザー、同時、フリーウェア） 

    ・ライセンスの条件（永久、サブスクリプション） 

    ・有効期限 ※ライセンスの条件をサブスクリプションと設定した場合に有効 

    ・ライセンス数 

    ・ライセンスキー    

      上記設定後にページの右上にある［保存］をクリックします。 
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6) ［USAGE STATS］から［ソフトウェア資産の管理］をクリックします。手順 5）にて設定した管理対

象のソフトウェアが表示されます。 

 
 

また［USAGE STATS］をクリックすると［コンピュータ使用状況］、［最もよく使用されるアプリケ

ーション］、［最もよく管理されたソフトウェア］［割り当て数を超えて最も使用されるライセンス］な

どを図やグラフで確認することができます。 
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 Usage Stats サービスのレポート 

ソフトウェアの使用状況やコンピューターの使用状況、ログイン概要 などを確認することができます。ま

た 印刷、HTML形式、PDF形式、CSV形式にてレポートを作成することも可能です。 

 

4.1アプリケーション使用状況レポート 

1) Deep Freeze Cloud コンソールへログインします。 

2) ［レポート］から［USAGE STATS］、［アプリケーション使用状況レポート］をクリックし、インスト

ールされているソフトウェア名などを確認できます。 

 
 

3) 手順 2) の［アプリケーション使用状況レポート］画面の青文字［コンピュータの数］をクリックすると

ソフトウェアがインストールされているコンピューター名などを確認できます。

 
 

また、手順 2) の［アプリケーション使用状況レポート］画面の青文字［ユーザーの数］をクリックする

とソフトウェアを利用しているユーザー名などを確認できます。 
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3.2 コンピュータ使用状況レポート 

1) Deep Freeze Cloud コンソールへログインします。 

2) ［レポート］から［USAGE STATS］、［コンピュータ使用状況レポート］をクリックします。各コンピ

ューターの使用状況を確認できます。 

 
 

手順 2) の［コンピュータ使用状況レポート］画面の青文字［コンピュータ名］をクリックすると該当コ

ンピューターの［ユーザー名］、［ログイン］、［ログアウト］などを確認できます。
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4.3 ログイン概要のレポート 

1) Deep Freeze Cloud コンソールへログインします。 

2) ［レポート］から［USAGE STATS］、［ログイン概要のレポート］をクリックします。［ユーザー名］、

［ロイングインの数］、［合計使用時間］、［平均時間］などを確認できます。

 
 

［ログイン概要のレポート］画面の青文字［ユーザー名］をクリックするとユーザーの［ログイン時

間］、［合計使用時間］などを確認できます。 

 
 

4.4 ソフトウェアライセンスのコンプライアンスレポート 

1) Deep Freeze Cloud コンソールへログインします。 

2) ［レポート］から［USAGE STATS］、［ソフトウェアライセンスのコンプライアンスレポート］をクリ

ックします。［製品名］、［最新バージョン］などを確認できます。 
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4.5 管理されたソフトウェア使用状況レポート 

1) Deep Freeze Cloud コンソールへログインします。 

2) ［レポート］から［USAGE STATS］、［管理されたソフトウェア使用状況レポート］をクリックしま

す。［アプリケーション名］、［アクティブな使用］などを確認できます。

 
 

3) ［管理されたソフトウェア使用状況レポート］画面の青文字［コンピュータの数］をクリックすると該

当ソフトウェアをインストールしている［コンピュータ名］、［合計使用時間］、［実行時間］などを確認

できます。 

 
 

また、［管理されたソフトウェア使用状況レポート］画面の青文字［ユーザーの数］をクリックするとソ

フトウェアを使用した［ユーザー名］、［合計使用時間］、［実行時間］などを確認できます。
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 ソフトウェアの配布 

Software Updater サービスと連携して管理対象のソフトウェアをコンピューターへインストールすること

ができます。 

この機能を利用する場合、Software Updater サービスと Usage Statsサービス（Ultimate）のライセンス

が必要となります。※ライセンスに関しては、弊社の 担当窓口 へご相談いただけますと幸いです。 

 

本書では、Deep Freeze サービス、Software Updater サービス、Usage Statsサービス（Ultimate）がイン

ストールされている環境で「Test_DFCloud」というソフトウェアを EXEファイルにて新規インストールお

よびアップグレードした場合の手順を記載しております。 

 

5.1 新規インストール 

1) Deep Freeze Cloud コンソールへログインします。 

2) Usage Statsサービス（Ultimate）がインストールされている 1台のコンピューターにソフトウェアをイ

ンストールします。 

3) ［USAGE STATS］から［ソフトウェア資産の管理］、［ソフトウェアリストの編集］ボタンをクリック

します。手順 2）でインストールしたソフトウェアが表示されていることを確認します。管理対象のソ

フトウェアとしてチェックボックスを有効にて設定し、［保存］をクリックします。※手順の詳細は本書

「2. ソフトウェア資産の管理」を参考ください。

  
 

4) ［USAGE STATS］、［ソフトウェア資産の管理］から対象のソフトウェアを選択します。［パッケージの

詳細］タブから［新規の追加］をクリックします。

 
 

 
 
 

https://info-networld.smartseminar.jp/public/application/add/50?_ga=2.163543608.527823647.1553665032-926010334.1553665032
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5) ［パッケージの詳細］タブにて以下を設定し、［保存］をクリックします。 

    

 

パッケージ名 任意のパッケージ名を入力します。 

ソフトウェアのバージョン アップグレードの場合はプルダウンメニューから選択します。 

インストールファイルの場所 UNCパス、HTTP がサポートされており、EXE、MSIファイルが格納されているフ

ルパスを設定します。UNCの場合はフォルダに Everyone がアクセス許可されてい

る必要があります。 

パスの設定例：¥¥10.10.76.x¥share¥setup.exe、¥¥10.10.76.x¥share¥setup.msi 

              http:///xxx.xxx.xxx/ exe/V1.0.0/setup.exe 
http://xxx.xxx.xxx/ msi/V1.0.0/Test_DFCloud.msi 

ディレクトリ全体を含める コンピューターのローカルへソフトウェアをダウンロードし、インストールを実行す

る場合は、［■インストーラを含むフォルダ全体をダウンロードする］チェックボック

スを有効にします。 

インストー

ルオプショ

ン 

インストールが検出さ

れなかった場合 

配布対象のソフトウェアがインストールされていない場合はチェックボックスを有効

にしてください。 

古いバージョンのアッ

プグレード 

プルダウンメニューからインストールまたはアップグレードするバージョンを選択

し、チェックボックスを有効にします。 

OSサポート ソフトウェアをインストールする OSの範囲を設定します。 

MSIオプション MSIのみ利用可能です。 

操作：［アンインストール］か［インストール］を選択します。 

再起動：［常時］、［未設定］を選択します。 

コマンドライン ■カスタム のチェックボックスを有効にし、オプションのみを設定します。 

例）EXEから実行する場合 /s /v"/qn 

MSIから実行する場合 /qn  

追加設定 インストールタイムア 

ウト 

インストールにかかる時間を設定します。 

より新しいバージョンが

ある場合は、展開を中止

する 

使用統計によりこのソフトウェアの上位バージョンが報告された場合、このパッケー

ジの展開を中止します。※旧バージョンをインストールする場合は、チェックボック

スは無効にします。 
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6) ［ポリシー］をクリックし、既存ポリシーを［編集］します。既存ポリシーがない場合は、新規に作成

ください。なお、各サービスの設定手順については、FAQ：10270 「Deep Freeze Cloud インストール

手順について」 および FAQ：10520 「Deep Freeze Software Updater サービス の設定について」 を

確認ください。 

 

7) 左メニューにある［SOFTWARE UPDATER］から［ソフトウェアの展開］タブをクリックします。 

手順 4）にて作成したパッケージのチェックボックスを有効にし、EXEファイル、MSIファイルがある

共有フォルダの［ユーザー名］、［パスワード］を入力します。［保存］をクリックします。 

※事前に共有フォルダへログインおよびダウンロードが可能であることを確認ください。 

 
 

8) ポリシーを適用する日時を設定し、［OK］をクリックします。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://tec-world.networld.co.jp/faq/show/10270
https://tec-world.networld.co.jp/faq/show/10270
https://tec-world.networld.co.jp/faq/show/10520
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9) ポリシーが適用され、ソフトウェアのインストールが完了したあとに、［レポート］から［Software 

Updater］、［アクティビティログ］から結果を確認できます。

 
    

［ステータス］の青文字をクリックすると詳細を確認できます。 

 
 

5.2 アップグレード 

1) Deep Freeze Cloud コンソールへログインします。 

2) Usage Statsサービス（Ultimate）がインストールされている 1台のコンピューターのソフトウェアをア

ップグレードします。 

3) ［USAGE STATS］、［ソフトウェア資産の管理］から対象のソフトウェアを選択します。［パッケージの

詳細］タブから［新規の追加］をクリックします。 
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4) 本書「5.1 新規インストール」の手順 4）を参考に設定し、［保存］します。 

     
 

5) ［ポリシー］をクリックし、既存ポリシーを［編集］します。既存ポリシーがない場合は、新規に作成

ください。なお、各サービスの設定手順については、FAQ：10270 「Deep Freeze Cloud インストール

手順について」 および FAQ：10520 「Deep Freeze Software Updater サービス の設定について」 を

確認ください。 

 

6) 左メニューにある［SOFTWARE UPDATER］から［ソフトウェアの展開］タブをクリックします。 

手順 4）にて作成したパッケージのチェックボックスを有効にし、EXEファイル、MSIファイルがある

共有フォルダの［ユーザー名］、［パスワード］を入力します。［保存］をクリックします。 

※事前に共有フォルダへログインおよびダウンロードが可能であることを確認ください。 

 
 
 
 

https://tec-world.networld.co.jp/faq/show/10270
https://tec-world.networld.co.jp/faq/show/10270
https://tec-world.networld.co.jp/faq/show/10520
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7) ポリシーを適用する日時を設定し、［OK］をクリックします。                          

 
 

8) ポリシーが適用され、ソフトウェアのアップデートが完了したあとに、［レポート］から［Software 

Updater］、［アクティビティログ］から結果を確認できます。

 
    

［ステータス］の青文字をクリックすると詳細を確認できます。 

 
 

 Usage Stats サービスのアンインストール 

アンインストールの手順については弊社の TEC-World に関連 FAQ を公開しております。 

 

10310 : サービスおよび Cloud Agent のアンインストール手順について 

https://tec-world.networld.co.jp/faq/show/10310 
 

※ Usage Statsサービスをアンインストールする際にメンテナンス設定は［無効化］してください。 

 

添付されている資料「DFCloud サービス等のアンインストール.pdf」をダウンロードし、「1. サービスからの

アンインストール」を参考に作業してください。 

 

以上 

https://tec-world.networld.co.jp/faq/show/10310
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